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「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
と
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
立
場
に

た
っ
た
働
き
方
の
見
直
し
」
を
同
時
に
推
し
進
め
る
2018
春
季
生
活
闘
争

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

地
協
で
は
２
月
１５
日
（
木
）
有

田
市
橘
家
で
「
２０１８
春
季
生
活
闘

争
決
起
集
会
・
学
習
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
集
会
に
は
構
成
組

織
役
員
組
合
員

５０

名
が
参
加

し
、
２０１８
春
季
生
活
闘
争
に
臨
む

決
意
を
固
め
ま
し
た
。 

冒
頭
で
小
竹
地
協
議
長
は
、

地
域
協
議
会
の
存
在
の
意
義
は

「
地
域
に
顔
の
見
え
る
連
合
運

動
」
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
を
巻

き
込
み
、
世
論
を
喚
起
し
て
社

会
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と
で
す
。

国
民
が
注
目
す
る
春
季
生
活
闘

争
で
、
賃
金
だ
け
で
な
く
長
時
間

労
働
や
貧
困
・
格
差
の
問
題
を
訴

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
論
を
形

成
し
、
流
れ
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
決
意
表
明
し

ま
し
た
。 

学
習
会
で
は
連
合
和
歌
山
濵

地
事
務
局
長
か
ら
【
賃
上
げ
要

求
】
や
【
働
き
方
の
見
直
し
】
等

２０１８
春
季
生
活
闘
争
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
２０１８
春
季
生
活
闘
争

開
始
宣
言
は
県
職
労
有
田
支
部

の
谷
洋
志
さ
ん
か
ら
、「
連
合
は
、

「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是

正
」
の
取
り
組
み
を
継
続
し
「
賃

金
は
上
が
る
も
の
」
と
い
う
常
識

を
取
り
戻
し
、
「
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
」
を
実
現
す
る

た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に

取
り
組
み
、
総
が
か
り
で
行
動

し
、
最
後
の
最
後
ま
で
粘
り
強
く

闘
い
抜
く
。」
と
闘
争
開
始
宣
言

（
案
）
が
提
起
さ
れ
、
参
加
者
全

員
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

日高町長選挙 

２０１８年４月１７日告示、２２日投開票 

松本秀司氏を推薦 
連合和歌山は３月６日（火）の執

行委員会で、４月２２日に執行され

る日高町長選挙において現職の松

本秀司氏（６２）を推薦候補者とす

ることを決定しました。 

連合和歌山は松本氏と政策協定を

結び、二期目当選に向けての支援活

動を積極的に展開していきます。 

 今後の支援活動に対しまして、皆

様のご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０１８年度政策・制度要求と提言 

1 

防災

対策 

（１）平時から「災害時の避難・誘導の仕組み」を整え、住民への周知を行うとともに、「顔の見える関係」

を構築することで災害時の助け合いにつなげる。また、学校、地元事業所など、様々な団体に対して、地域防

災組織への参画・協力を募る。 

2 

まち

づく

りの

推進 

（１）地域の課題解決に向けた新しい協働体制の創造をめざし、行政や民間企業、協同組合、ＮＰＯ等が連

携・協力して地域の課題の解決にあたる協働事業を推進・支援する。 

（２）中山間地域の活性化と環境と景観の保全、都市と農山漁村の交流の推進のため、Ｉターン、Ｊターン、

Ｕターンなどにより地方で生活したい人のための定住環境を確保し、地域コミュニティを活性化する。 

（３）通勤時の渋滞緩和と地域活性化のため、国道４２号有田海南道路の早期供用開始を関係機関に要望す

る。（有田市） 

３ 

安心

して

暮ら

せる

地域

づく

り 

（１）高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉など制度ごとの縦割りの仕組みを、働く者や市民の地域生活の視

点から横断的に連携し、総合的に推進させるため、市町村地域福祉計画を策定する。 

（２）認知症初期集中支援チームならびに認知症地域支援推進員の配置を確実に進める。労働者が介護をしな

がら働き続けることができるよう、質・量ともに十分な介護サービスの提供体制を整備する。 

（３）子ども・子育て支援新制度の市町村事業計画について、市町村が公表している待機児童数に加えて、特

定の保育所等を希望している場合や、認可保育所に入所できないため認可外保育所を利用している場合、育児

休業中だが保育所に入所したら復職の意志がある場合などを含めた、潜在的な待機児童数についても丁寧に調

査し、すべての子どもが希望する保育所へ入所できるよう、計画を見直す。 

（４）「子どもの貧困」の解消に向けて、教育の機会均等を保障する。 

・地域における貧困家庭の子どもの実態を、学校・地域と連携して、十分に把握し、経済的支援を含めた必要

な支援を迅速かつ積極的に行い、子どもに対する教育の機会均等を保障する 

（５）子どもが心身ともに健やかに成長するのに必要な、幼児教育・保育の「質の確保」のため、幼稚園教

諭・保育士・放課後児童支援員等の労働条件と職場環境の改善を行う。 

 労働条件と職場環境の改善として、正規・常勤での雇用、給与水準の確保、適正な配置、研修機会の確保等を

行う。 

（６）増加する悪徳商法・特殊詐欺の撲滅をめざし、消費者への情報提供・注意喚起の徹底や各種広報を行う

とともに、新たな手口に対して迅速に対応し、特に高齢者や障がい者をはじめとする消費者の保護をはかる。 

（７）妊娠・出産・育児期に離職することなく安心して働き続けられる環境の整備に向けて、両立支援制度等

の情報提供や相談対応の強化をはかるとともに、保育所や放課後児童クラブ等の待機児童解消と質の向上をは

かる。 

４ 

雇用

対策

の充

実強

化 

（１）公契約の発注後に最低賃金が引き上げられた場合、引き上げ後の最低賃金に基づく労務費等を考慮した

金額見直しを含めて契約の改定を行う 

（２）公務職場で働く臨時・非常勤職員について「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律案」

（平成 32年 4月１日施行予定）を踏まえ、職務や勤務形態等に応じた適切な任用や、一般職非常勤職員への任

用替えの際の処遇の引き下げ及び解雇・雇止めを行わない。また、再度の任用の際の空白期間の設定について

は、確実な是正をはかる。 

（３）県、学校、団体等と連携し、若者が労働法等の働く者の権利と義務、税や社会保険の仕組みに関する基

本的な知識、相談窓口などを学ぶ機会の確保をはかる。 

（４）公共サービスの質の確保、地域経済の活性化、地域における適正な賃金水準の確保により、住民の福祉

の増進に寄与することを目的として公契約条例を制定する。（湯浅町以外の市町） 

 

２０１８ 政策・制度要求と提言 
労働組合の基本的な役割は、組合員の雇用を守

り、労働条件を維持・向上することで暮らしの安

定をはかることです。しかし、社会保障や税をは

じめとして企業内の労使間だけでは解決しきれな

い問題も多く、国や地方の法律や条令の改正、予

算の確保・拡充等に向けた活動に取り組むことが

必要不可欠です。 

地協では毎年「働くことを軸とする安心社会」

の実現に向けて、組合員のいろいろな要望をまと

め、行政に対して働く者の立場から要求・提言を

行っています。 

２０１８年度に向けての要望・提言の申し入れ

は、２０１７年１２月２５日に有田市、御坊市、湯

浅町、広川町、由良町、日高町の６市町の首長に、

小竹（しのう）議長から申入れ書を手渡しました。 

 

２０１８新春の集いを開催 
２０１８
地
域
協
議
会
「
新
春
の
集
い
」
を

１
月
１７
日
（
水
）
に
御
坊
市
「
花
ご

坊
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
連
合
和
歌
山

池
田
会
長
は
じ
め
行
政
、
使
用
者
、
労

働
組
合
な
ど
か
ら
５９
人
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

小
竹
（
し
の
う
）
議
長
か
ら
「
働
く

す
べ
て
の
人
た
ち
の
支
え
に
な
ろ

う
」「
希
望
と
安
心
感
が
持
て
る
労
働

環
境
を
作
ろ
う
」「
地
域
社
会
に
も
有

益
な
存
在
に
な
ろ
う
」
を
運
動
の
基

調
に
本
年
も
「
地
域
に
根
ざ
し
た
運

動
」
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
決

意
し
ま
し
た
。 

日時：２０１８年４月２８日（土）１２時４５分から 

場所：広川町民体育館 

楽しいゲームやニンテンドースイッチ

など豪華景品の福引でおまちしてい

ます！ 


